






















































































































トヨタ系 トヨタ車体 1945 1945 専業
関東自動車工業 1946 1949 専業
岐阜車体工業 1940 1950 専業
セントラル自動車 1950 1956 他事業と兼業
荒川車体工業 1947 1962 他事業と兼業
豊田自動織機 1926 1967 他事業と兼業
ダイハツ工業 1907 1967 自動車メーカー
日野車体工業 1910 1968 自動車メーカー
トヨタ自動車九州 1991 1992 専業
日産系 日産車体 1949 1951 他事業と兼業
日産ディーゼル 1950 1953 専業
プレス工業 1925 1965 兼業
富士重工業 1953 1969 自動車メーカー
愛知機械工業 1898 1970 自動車メーカー
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39） 前掲（1997）98頁。
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業への出資率を34.5%から50.4%に引き上げ，
筆頭株主となり，連結子会社化した後，2008
年には八千代工業・四日市製作所を拡張し，
研究開発機能も持ち合わせた軽自動車の量産
工場増設計画を立てていた。残念ながらこの
プロジェクトはその年のリーマンショックの
影響により事業計画の見直しが行われ，計画
は一時凍結された。また2010年には計画その
ものが白紙化された。しかし，八千代工業は
ホンダの軽自動車事業を専属的に担う立場に
あり，そのこと自体，大きな継続要因になっ
ていたといえる。40）
（4）フルライン・ワイドセレクション化の
非追求
ホンダが委託生産企業との事業分化を志向
した背景には，他の先発メーカーのように製
品のフルライン化，ワイドセレクション体制
をあえて追求しなかったところにある。その
理由には2つあると考える。
1つは，ホンダの1960年代の開発戦略に空
白期間が出来てしまったことである。エンジ
ン開発の方向性をめぐって，空冷方式，水冷
方式のどちらを選択するのかという社内を二
分する闘争が車種開発に与えた影響は大き
く，水冷方式に決めた段階では低公害エンジ
ン開発を優先せざるを得ない状況が新たに生
まれていたからである。
2つは，ホンダの車種投入・生産中止戦略
に現われている。同社ではあえてモデル末期
の車種を委託生産工場に生産移管するよりも
生産中止とし，量産規模を追求出来る車種を
投入することを選択したことである。量産化
志向の中で限られた生産ラインの工場稼働率
を維持するためには，量産規模に達しない生
産車種をいつまでも抱えることは非効率で
あり，1ラインでの多車種生産に制約を抱え
ていた当時ではトヨタ追随のフルライン化戦
略を追求しようにもできない事情があった。
それ故にホンダでは，トヨタ追随の同質的戦
略よりも日本市場あるいは世界市場のすきま
を狙った製品開発と車種投入戦略を採用し，
新規カテゴリーや新市場を形成するための生
産車種を新たに開発し，量産効果を狙った。
41）委託生産企業はその過程においてホンダ
の既存工場の量産体制および生産稼働率維持
に向けた補完的な機能を果たした。
この点はホンダグループ以外にも生産委託
をした東洋工機の場合も同じであった。
ホンダは1984年，シティシリーズの一部，
ホンダ・シティ・カブリオレを，三菱自動車
系の委託生産企業である東洋工機（現，パ
ジェロ製造）に生産委託した。月産500台の
特殊仕様車で量産ラインに向かないための外
注であった。また同社は，翌年には八千代工
業への委託生産を決めていたが，新プロジェ
クトのための新工場建設のため，当時は乗用
車の生産委託できる適切な委託生産企業がい
なかった。ホンダでは当時，量産ラインの最
適稼働の最小単位を月産1万台程度としてお
り，シティ，シビック，バラード，アクティ
の４車種を生産していた。その中に少量生産
車種を投入し，ダンゴ生産すると工程上に無
理があり，非効率からコスト高になることが
懸念されたのである。
なお，東洋工機への委託生産は一時的なも
のであり，1986年までの2年間の委託生産で
あった。42）
最後にホンダに関してまとめると，ホンダ
の委託生産企業の利用は，同社の量産体制追
求の中で生産余力，開発余力に規定されたと
いえよう。特にホンダの場合，自社工場内で
の多車種生産の生産調整機能の限界がその基
底要因となった。ホンダはトヨタ，日産の委
託生産企業を積極的に利用しようとはせず，
41） 伊丹（1988）32～33頁。
42） 『日本経済新聞』（1984年5月29日）。
40） 八千代工業四日市製作所では，このプロジェクト
のための用地買収をすでに終えていたこともあ
り，ホンダの都合により計画が白紙化されたこと
により，用地買収費用を巡って2010年に協議が行
われた行われた。『日本経済新聞』（2010年7月15
日）
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ホンダグループ内の企業に委託生産を求めた
故，自動車生産経験を持たない企業にホンダ
から技術移転する形で委託生産企業が形成さ
れた。
おわりに
本研究では以下の3点を明らかにした。日
産やホンダでもトヨタ追随の同質的戦略の1
つに，委託生産企業を利用したが，その利用
の程度には大きな差がみられた。
１つは，1940年～ 1970年代までを対象に，
トヨタ，日産，ホンダにおける委託生産の生
成要因，継続要因について考察した結果，各
時代においてやや生成要因は異なるものの，
共通点として自動車メーカーの生産能力不
足，生産ラインにおける量産効果の追求が
あった。また，委託生産企業の形態は，時代
背景における利用可能資源によって規定され
ていた。
2つは，委託生産企業の活用の仕方は，各
社によって大きく異なり，それは委託生産企
業間の競争構造に現れた。トヨタでは相互扶
助，相互研鑽の関係性を構築した上で，二重
の競争構造，すなわち委託生産企業間の競争
構造のほか，自動車メーカーの分工場との間
にも競争構造が存在した。日産でも相互扶助
は存在し，また分工場と委託生産企業間の競
争関係は存在したものの，委託生産企業の分
業，専門化を推進したことにより，委託生産
企業間の競争関係は限定的であった。ホンダ
では委託生産企業の特定化と分業化を図った
ことにより，委託生産企業間競争は成立しな
かった。
3つは，自動車メーカーは，委託生産企業
のもつ能力を期待して，委託生産企業を率先
して企業グループに編入したことである。委
託生産企業を企業グループ化することで，自
動車メーカーは委託生産企業の資源を有効活
用した。委託生産企業は自動車メーカーとの
取引継続の確保，事業経営の安定化を図る上
で，自動車メーカーの企業グループへの編入
を受け入れた。
委託生産企業にとっての委託生産のインセ
ンティブは自動車メーカーの委託生産企業の
利用法により，やや異なるものの自社工場の
操業度の安定化，自動車メーカーからの技術
移転による経営体質強化にあったといえる。
なお，本研究では自動車メーカーが委託生産
企業を企業グループ化する一方で，なぜ他の
自動車メーカーの委託生産企業を積極的に利
用しようとしなかったのかについては明らか
にできなかった。今後の課題としたい。
（本研究は平成27年度札幌大学研究助成
〔個人研究〕の研究成果の一部である）
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